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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　４月　１６日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　記録者　川守田　弘子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 病棟ミーティング　４/２５　１３：００～　2階会議室で行います。

病棟に残るスタッフ以外と、公休・夜勤者は必ず参加するようにして下さい。

· 部署懇談会　４/３０　１８:３０～　第一ワシントンホテルであります。

準夜、深夜入り、遅番C以外は全員参加となります。その日、参加できないスタッフは、事前に小向S.G.M.へ報告して下さい。その為、事前にアンケートをかいてもらっています。まだ記入していないスタッフは、早めに記入するようにして下さい。アンケート用紙は、BユニットスタッフオフィスのBOXに入れてあります。記入したら、封筒に入れ、自分の名前の所にチェックするようにして下さい。

· 受け持ち、担当業務を決めています。各自、確認しておいて下さい。

· 病棟業務マニュアルを作り、水色のファイルに挟んでBユニットスタッフオフィスにおいてあります。

各自、確認し業務にあたりましょう。分からない時は、その都度周りのスタッフに確認ながら業務を行いましょう。

· 個人のスタッフファイルを作っています。各自、活用して下さい。

小向S.G.M.に限り、S.G.M.の決裁のハンコが必要な書類（面会表など）はS.G.M.と書いてある茶色い箱に入れて下さい。その他の欠勤補填などのハンコが必要な書類はスタッフファイルへ入れて下さい。

· 来週から２週間ほどで、目標面接を行っていきます。WiZ→みんなの共有→南病棟の中に能力開発カードの原本を作っておきます。各自、早めに作成しておいて下さい。

· あと２週間ほどでゴールデンウィークとなります。発注に時間を要する物などは、早めに発注するようにして下さい。

· カルテを毎月第２土曜日に、庶務へおろしています。各担当は、それまでに３ヶ月前のカルテをチェックし、外しておくようにして下さい。

· 本日、１７：１０～　奨励金の支給があります。タイムカードを切り、着替えてから、

ナースシューズを持ち、南山の在介へ集合するようにして下さい。私語は慎みましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・谷内　愛子様～全身的に掻痒感を訴えています。鎮痒剤の軟膏に変更となっています。

　　　　　　　　引き続き、皮膚を清潔に保ち、湿疹や掻痒感増強の有無・精神状態

睡眠状態を観察していきましょう。

・市橋　ひで様～全身的に掻痒感あるようで、ひっかき傷がみられています。鎮痒剤の

　　　　　　　　軟膏に変更となっています。引き続き、皮膚を清潔に保ち、湿疹や

　　　　　　　　掻痒感増強の有無を観察していきましょう。皮膚を掻いている時は

　　　　　　　　介入し、爪もこまめに切りましょう。

＜褥瘡状態の報告＞

· 三浦　一男様～現在、仙骨と左大転子部に褥瘡があります。現在、時間ごとの体位

交換を行っていますが、仙骨部位の褥瘡が改善みられません。

体位交換について仰臥位はをやめることとし、側臥位のみでの体位

交換を受け持ちスタッフは検討していきましょう。

· 久慈　脩様～褥瘡は発生していませんが、現在食事拒否強い事から粥と栄養補助食品

を摂取されています。栄養状態としては、良いとは言えません。

早期発見のためにも、仙骨や大転子部等の好発部位の観察をし、

発赤・表皮剥離がみられたときは、看護スタッフへ報告して下さい。

· 見付　喜久様～右半身麻痺の為右側臥位は禁忌です。その為、左側臥位と仰臥位で体　　

位交換行っています。仙骨部と大転子部に褥瘡発生しやすいので、

　　　　　　　　オムツ交換時や入浴時は皮膚状態を観察していきましょう。

・塚田　昌様～日中は車椅子で過ごしている患者様です。仙骨部の褥瘡予防として

　　　　　　　適宜プッシュアップやプログラム以外は自室で休んでいただきましょう。

　　　　　　　夜間は適宜体位交換していきましょう。また、足背に浮腫みられる為、

　　　　　　　もしフットレストで傷ができれば、褥瘡が発生しやすくなります。移乗等の際や車椅子からの立ち上がりの際は十分注意しましょう。

・橋本　万様～日中は車椅子で過ごしている患者様です。仙骨部の褥瘡予防として

　　　　　　　適宜プッシュアップやプログラム以外は自室で休んでいただきましょう。

　　　　　　　夜間は適宜体位交換していきましょう。

※褥瘡予防具があるので活用していきましょう。使用方法を間違えると効果が期待できま

　せん。形には目的があるので理解し、使用しましょう。わからない時は、周囲のスタッ

　フに聞いていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

荒屋敷チエ様～表情冴えなさみられ、プログラムは参加しますが途中で退席することあります。千羽鶴を作っていますが「これもできるかどうか不安で。外出も不安で…」と話すことあります。千羽鶴作りは義務ではなく、あいている時間に少しずつ作ればいい事を伝えています。一つずつ完成させてから次の活動を何にするか相談していきます。

峰田　満男様～気分高揚あり多弁、活動的となっています。逸脱した行動は特になくプログラムは積極的に参加しています。話し掛けも以前より多いですが、切り上げることできています。また、小走りで移動しているため転倒に注意して観察しています。

三浦　ツマ様～4/14に転入しています。名前や出身地など簡単な受け答えはできる様子ですが、それ以外は的外れな返答聞かれます。歩行不安定であり車椅子使用していますが、立ち歩こうとすること多く落ち着かない様子あります。床に這っての奇異な行動も多いです。転倒に注意して見守り、活動へ意識を持てるように介入していきましょう。

夏堀長五郎様～日中の眠気強い様子で声掛けにも覚醒できないこと多いです。生活リズムを整えるように、プログラムの声掛け多くしていきましょう。歩行も午前に不安定なこと多いため、転倒にも注意して介入していきましょう。

＜主治医（千葉良Dr.）からの検討事項＞

高森　清八様～朝食後、自分でお盆を片付けそのまま自室に戻ってしまうことがある様子です。自室に戻る前に歯磨きするように誘導してみましょう。食後の歯磨きなどは手続き記憶として残っている可能性がありますので、残存している能力の維持を図りましょう。また、他者の車椅子を押す行為は危険ですので見たら止めるように介入して下さい。







